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②

復
興
大
臣
の
暴
言
が

物
語
る
安
倍
内
閣

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
で

自
主
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
害

者
に
対
し
て
今
村
雅
弘
復
興
大
臣
が

﹁
本
人
の
責
任
だ
﹂
﹁
裁
判
で
も
な

ん
で
も
や
れ
ば
い
い
﹂
な
ど
と
国
の

責
任
を
放
棄
す
る
暴
言
を
述
べ
ま
し

た
。

　

こ
れ
が
今
の
安
倍
内
閣
の
全
て
だ

と
感
じ
ま
す
し
、
だ
か
ら
こ
そ
安
倍

首
相
も
大
臣
を
更
迭
し
ま
せ
ん
。

　

被
災
さ
れ
た
方
、
自
主
避
難
さ
れ

た
方
々
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
い
る
の

か
、
ど
ん
な
に
苦
労
し
て
い
る
の
か

全
く
考
え
な
い
態
度
に
怒
り
を
覚
え
、

あ
ら
た
め
て
国
民
目
線
で
は
な
い
政

治
の
本
質
を
み
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　

一
年
前
の
四
月
に
発
生
し
た
熊

本
・
大
分
地
震
は
、
小
さ
な
余
震
も

含
め
て
一
年
間
に
十
三
万
回
も
地
震

が
発
生
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
災
害
の
恐
怖
を
感
じ
て
い
る

方
々
に
真
に
寄
り
添
う
政
治
を
進
め

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
農
業
分
野
で
暴
走

　

ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
誕
生
で
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
破
綻
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

安
倍
内
閣
は
引
き
続
き
米
国
抜
き
で

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
加
盟
予
定
国
と
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
農
協
改

革
、
農
業
委
員
会
改
革
、
農
地
制
度
、

価
格
補
償
制
度
、
さ
ら
に
種
子
法
の

廃
止
と
立
て
続
け
に
農
業
潰
し
、
大

規
模
農
業
・
企
業
参
入
農
業
を
推
し

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
農
地
を
守
り
、
農
家
を

守
る
た
め
に
農
業
者
の
選
挙
で
選
ば

れ
て
い
た
農
業
委
員
は
、
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
化
・
集
約
化
、

法
人
化
の
推
進
な
ど
を
目
的
に
市
町

村
長
の
任
命
と
な
っ
た
上
に
、
委
員

の
数
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
代
わ
っ

て
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
な
る

役
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

二
〇
一
八
年
度
に
は
、
十
ア
ー
ル

当
た
り
一
五
︐
〇
〇
〇
円
あ
っ
た
戸

別
所
得
補
償
制
度
は
完
全
に
廃
止
さ

れ
、
生
産
目
標
数
量
の
配
分
も
や
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
要
農
産
物
種
子
法（

種
子
法）

廃
止
法
案
や
農
業
競
争
力
強
化
支
援

法
案
も
改
悪
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

種
子
法
は
米
・
麦
・
大
豆
の
生
産
や

普
及
を
都
道
府
県
に
義
務
付
け
る
も

の
で
、
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
価

格
高
騰
の
危
険
や
多
国
籍
種
子
企
業

が
種
子
を
支
配
し
、
遺
伝
子
組
み
換

え
な
ど
日
本
の
食
料
主
権
が
危
ぶ
ま

れ
る
大
き
な
問
題
な
の
で
す
。

政
府
主
導
の
農
協
改
革
、

新
た
な
方
向
へ

　

四
月
三
日
、
新
聞
の
見
出
し
に
目

を
疑
い
ま
し
た
。
﹁
福
岡
中
央
会　

県
一
Ｊ
Ａ
構
想
提
起
！
全
国
最
大
規

模
の
単
協
へ
﹂
と
出
て
い
た
の
で
す
。

　

五
年
後
の
二
〇
二
二
年
度
を
め
ど

に
福
岡
県
内
二
十
Ｊ
Ａ
と
中
央
会
・

連
合
会
を
統
合
し
、
県
内
一
Ｊ
Ａ
を

目
指
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
福
岡
は
、
農
業
・

農
協
改
革
を
踏
ま
え
、
経
営
基
盤
の

安
定
に
向
け
て
決
め
た
と
言
っ
て
い

ま
す
。
組
合
員
数
三
十
三
万
九
︐
〇

〇
〇
人（

正
組
合
員
約
十
二
万
一
︐

〇
〇
〇
人）

、
貯
金
二
兆
七
︐
〇
〇

〇
億
円
と
大
分
県
最
大
の
金
融
機
関
、

大
分
銀
行
規
模
と
な
り
ま
す
。

　

福
岡
の
県
一
Ｊ
Ａ
構
想
で
驚
い

て
い
た
四
日
後
の
四
月
七
日
、
今

度
は
農
林
中
央
金
庫（

農
中）

が

全
国
の
六
〇
〇
を
超
え
る
Ｊ
Ａ
に

対
し
て
﹁
二
年
後
の
二
〇
一
九
年

五
月
ま
で
に
金
融
事
業
の
分
離
・

再
編
の
方
向
性
を
決
め
る
よ
う
に

求
め
た
﹂
と
日
経
新
聞
に
出
ま
し

た
。
そ
の
上
、
﹁
農
中
の
異
例
の
要

請
で
農
協
改
革
が
加
速
す
る
可
能
性

が
出
て
き
た
﹂
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
政
府
の
農
協
改
革
で
、

合
併
か
信
用
事
業
譲
渡
か
を
系
統
組

織
で
詰
め
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

農
協
と
し
て
「
組
合
員
」
と
共
に

　

組
織
を
守
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、

主
人
公
の
組
合
員
を
無
視
し
た
改
革

は
本
末
転
倒
で
す
。

　

農
山
村
地
域
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど

過
疎
高
齢
化
が
進
み
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
維
持
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
そ

の
大
切
な
役
割
を
果
た
す
の
が
﹁
農

協
﹂
で
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
主

人
公
の
組
合
員
や
地
域
の
方
々
が
居

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
組
合
員
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
利
用
し
て
頂
く

組
合
員
、
地
域
の
皆
様
に
喜
ば
れ
る

取
り
組
み
を
続
け
て
行
く
こ
と
が
農

協
と
し
て
の
役
割
だ
と
考
え
、
今
後

も
下
郷
農
協
は
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

熊
本
・
大
分
地
震
か
ら
一
年

暴
走
で
は
な
く
国
民
に
寄
り
添
う
政
治
を

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣



③

　

下
郷
農
協
女
性
部
は
、
三
月
四
日
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分
等
の
主
催
で
開

催
さ
れ
た
﹁
よ
い
食
を
考
え
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
﹂
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

は
部
員
以
外
の
方
も
お
誘
い
し
、
三

名
の
参
加
が
得
ら
れ
、
総
勢
二
十
名

の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

別
府
パ
ス
ト
ラ
ル
で
美
味
し
い
昼

食
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
大
分
の

﹁
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
に
向
か
い
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
㈱
日
本
農
業
新
聞
農
政

経
済
部
次
長　

高
橋
秀
昭
さ
ん
に
よ

る
﹁
地
産
地
消
が
食
を
守
る
﹂
と
い

う
お
話
で
し
た
。
①
ア
メ
リ
カ
の
ト

ラ
ン
プ
政
権
に
よ
り
、
解
放
圧
力
が

増
し
、
食
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
可

能
性
が
強
ま
る
危
険
な
状
況
が
あ
る

こ
と
、
②
日
本
は
急
速
な
人
口
減
少

（
特
に
二
十
代
～
四
十
代
の
子
ど
も

を
産
む
世
代
の
減
少
）
、
食
料
自
給

率
の
伸
び
悩
み
（
主
食
の
米
を
食
べ

る
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
原

因
）
、
③
一
方
で
田
園
回
帰
の
潮
流

が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
（
二
十
歳
代

の
４
割
が
農
村
定
住
希
望
）
、
そ
し

て
地
産
地
消
が
地
域
経
済
と
食
を
守

り
、
ひ
い
て
は
子
ど
も
や
孫
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
等
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

三
月
十
八
日
（
土
）
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
福
岡
の
組
合
員
約
三
十
名
が

下
郷
農
協
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

農
協
の
矢
﨑
組
合
長
・
松
本
参
事
、

野
菜
組
合
の
鷹
崎
組
合
長
よ
り
歓
迎

あ
い
さ
つ
の
後
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の

ち
ゃ
ん
こ
鍋
と
お
肉
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
、
試
食
も
兼
ね
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
を
加

え
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
食
事
を
し
な

が
ら
自
己
紹
介
と
﹁
お
い
し
い
調
理

の
方
法
﹂
﹁
下
郷
の
歴
史
﹂
に
つ
い

て
懇
談
を
し
ま
し
た
。
﹁
普
段
お
肉

を
食
べ
な
い
子
ど
も
が
今
日
は
お
肉

を
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
い
て
驚
い
た
﹂

と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
生
産
者
の
梅
木
さ
ん
、

鷹
崎
さ
ん
の
畑
を
訪
問
、
畑
の
脇
に

生
え
た
つ
く
し
や
、
梅
の
花
を
眺
め

春
の
陽
気
を
感
じ
な
が
ら
ナ
バ
ナ
と

大
根
を
収
穫
し
ま
し
た
。
下
郷
の
豊

か
な
環
境
下
で
育
つ
野
菜
の
特
徴
に

つ
い
て
身
を
以
て
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
鮮
な
ナ
バ
ナ
を
思
わ

ず
生
で
食
べ
る
方
や
、
な
か
な
か
ぬ

け
な
い
大
根
を
親
子
で
一
生
懸
命
収

穫
す
る
姿
が
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
く

和
や
か
な
ム
ー
ド
で
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
若
い
世
代

　

次
に
記
念
講
演
と
し
て
、
料
理
研

究
家
の
枝
元
な
ほ
み
さ
ん
の
﹁
毎
日

の
健
康
は
食
卓
か
ら
﹂
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
の
生
活
や
食

事
の
中
で
何
が
大
切
か
、
ど
こ
に
価

値
を
お
く
の
か
で
未
来
も
決
ま
っ
て

く
る
こ
と
、
三
度
の
食
事
を
大
切
に

す
る
こ
と
、
そ
の
中
で
社
会
の
仕
組

み
を
考
え
た
り
、
働
き
か
け
た
り
す

る
こ
と
が
社
会
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

に
な
る
こ
と
等
が
、
や
さ
し
い
言
葉

で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
時
間
的
に
ゆ
と
り
が
無
か

っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
主
旨
で
あ
る
﹁
食
糧
生
産
を
め
ぐ

る
現
状
や
、
家
族
と
食
生
活
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
る
﹂
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

の
親
子
連
れ
で
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
が
多
く
、
﹁
食
﹂
へ
の
関
心
や

下
郷
農
協
食
材
の
フ
ァ
ン
と
い
う
消

費
者
の
率
直
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
﹁
安
心
・
安

全
﹂
お
い
し
い
下
郷
農
協
の
食
材
を

じ
っ
く
り
と
知
っ
て
も
ら
う
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。　

（
難
波
）

家
族
と
食
生
活
の
大
切
さ
を
学
ぶ

女
性
部
員
以
外
の
方
も
参
加
し
て

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
福
岡　

産
地
交
流
会
で
下
郷
の
産
地
を
訪
問



④

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
「
石
焼
ビ
ビ
ン
バ
」
作
り

産
直
の
会
が
生
産
者
ら
と
交
流

万
一
の
農
作
業
事
故
に
備
え

事
務
組
合
担
当
者
招
き
「
労
災
保
険
」
説
明
会

　

三
月
六
日
（
月
）
、
下
郷
有
機
農

業
産
直
の
会
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

黒
豚
生
産
者
の
石
川
さ
ん
、
農
協
よ

り
横
山
（
親
）
食
肉
加
工
部
長
、
企

画
部
難
波
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

産
直
の
会
会
員
は
十
六
名
が
参
加

し
、
農
協
の
食
材
を
利
用
し
た
﹁
石

焼
ビ
ビ
ン
バ
﹂
を
作
り
ま
し
た
。

　

石
焼
ビ
ビ
ン
バ
は
専
用
の
石
焼
鍋

で
の
調
理
法
が
主
流
で
す
が
、
家
庭

用
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
使
用
す
る
こ

と
で
大
人
数
で
も
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ

ー
で
し
た
。

　

試
食
の
後
は
、
自
己
紹
介
・
意
見

交
換
を
行
い
﹁
黒
豚
と
斡
旋
豚
肉
の

内
容
﹂
に
つ
い
て
の
説
明
や
﹁
仕
事

を
し
て
い
て
配
達
日
に
受
け
取
り
が

出
来
な
い
た
め
、
近
く
の
店
舗
に

卸
し
て
ほ
し
い
。
﹂
と
い
う
要
望
、

﹁
班
の
運
営
状
況
（
配
送
料
）
な
ど

う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
﹂
﹁
農
協
の

野
菜
は
欠
品
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、

そ
の
後
ス
ー
パ
ー
に
は
大
量
に
並
ん

で
い
る
様
子
を
見
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
。
気
温
や
天
気
に
影
響
さ
れ
る
の

も
無
農
薬
栽
培
だ
か
ら
こ
そ
。
﹂
と

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

注
文
用
紙
の
紙
面
で
は
わ
か
ら
な

い
お
客
様
の
意
見
や
想
い
を
直
接 

　

三
月
十
四
日
、
農
協
本
所
で
Ｊ
Ａ

大
分
中
央
会
が
設
立
し
た
「
労
働

保
険
事
務
組
合
」
の
担
当
者
を
招
き
、

労
災
保
険
説
明
会
が
組
合
員
ら
十
二

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

労
災
保
険
は
、
本
来
、
労
働
者
の

業
務
ま
た
は
通
勤
に
よ
る
負
傷
、
疾

病
、
傷
害
、
死
亡
に
対
し
て
国
が
保

険
給
付
す
る
制
度
で
す
が
、
農
業
者

の
場
合
に
も
特
別
に
任
意
加
入
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
初
め
に
、
農
協
の
労

災
窓
口
担
当
者
が
﹁
農
作
業
中
の
死

亡
事
故
は
全
国
で
年
間
三
五
〇
件
に

上
り
、
そ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の

方
が
八
割
以
上
を
占
め
て
い
て
、
死

亡
事
故
の
最
多
は
ト
ラ
ク
タ
ー
事
故

と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
郷
管
内
は
畜

産
従
事
者
も
多
く
、
万
が
一
事
故
が

起
き
て
も
収
入
が
途
絶
え
る
事
無
く

安
心
し
て
営
農
が
継
続
で
き
る
環
境

に
す
る
た
め
、
労
災
保
険
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
﹂
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
労
働
保
険
事
務
組
合
の
担

当
者
か
ら
国
の
労
災
保
険
制
度
に

つ
い
て
、
ど
ん
な
ケ
ガ
が
対
象
に
な

る
の
か
、
ケ
ガ
で
休
ん
だ
時
の
補
償

等
に
つ
い
て
概
要
説
明
の
後
、
農
業

者
の
た
め
の
特
別
加
入
制
度
と
し

て
、
特
定
の
農
作
業
従
事
で
の
加
入

や
指
定
し
た
農
業
機
械
従
事
で
の
加

入
、
労
働
者
を
使
用
す
る
中
小
事
業

主
と
し
て
の
加
入
方
法
、
給
付
基
礎

日
額
・
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
具
体

伺
う
こ
と
が
で
き
と
て
も
有
意
義
な

交
流
会
で
し
た
。

　

今
後
も
産
直
交
流
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
難
波
）

的
に
分
か
り
易
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
作
業
事
故
に
遭
わ
れ
た

場
合
の
そ
の
後
の
状
況
で
い
く
ら
の

労
災
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
る
の
か
、

休
業
日
数
や
障
害
等
級
、
遺
族
の
人

数
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
詳
し

く
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
加
入
に
年
齢
制

限
は
な
い
の
か
、
農
作
業
中
の
軽
ト

ラ
ッ
ク
事
故
で
自
賠
責
保
険
と
労
災

保
険
の
関
係
は
ど
う
か
、
家
畜
市
場

や
屠
畜
場
で
の
事
故
に
よ
る
労
災
対

象
の
可
否
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
を
聞
い
た
組
合
員
の
ひ
と
り

は
、
﹁
掛
金
も
安
く
補
償
が
充
実

し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
加
入
を
考
え
た

い
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
ｆ
）



⑤

「安全運転コンクール」８チーム達成!!
　

中
津
地
区
安
全
運
転
管

理
協
議
会
主
催
の
﹁
セ
ー

フ
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ
92
・

13 

th
﹂
に
下
郷
農
協
か

ら
十
一
チ
ー
ム
（
一
チ
ー

ム
五
名
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
は

二
十
八
年
十
一
月
一
日
～

二
十
九
年
一
月
三
十
一

日
の
九
十
二
日
間
。
無
事

故
・
無
違
反
達
成
を
め
ざ

し
安
全
運
転
に
邁
進
、
八

チ
ー
ム
が
見
事
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
津
地
区
管
内
で
は
三

六
一
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ

ー
、
二
九
〇
チ
ー
ム
が
達

成
の
自
己
申
告
、
抽
選
で

五
十
チ
ー
ム
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
下
郷
農

協
は
三
チ
ー
ム
が
記
念
品
抽
選
会
に

当
た
り
ま
し
た(*^_^*)

　

こ
れ
か
ら
も
、
安
全
運
転
を
こ
こ

ろ
が
け
、
無
事
故
・
無
違
反
で
業
務

に
頑
張
り
ま
す
。

「春の農作業安全
確認運動」実施中！
　毎年、全国で約350件の農作業死亡事故が発
生しています。
　事故が多発する３～５月を農作業安全対策の
重点期間として、農林水産省や農業関係団体が
「春の農作業安全確認運動」を実施中です。

重点テーマ
1人1人の安全意識と周辺からの「声
かけ」から始まる農作業の事故防止

◆65歳以上が８割以上・トラクター
事故が最多‼◆

　農業機械による死亡事故の多くはトラクター
が原因となっています。田畑・畦などでの作業
や移動には十分注意し、安全確認・安全作業を
心掛けましょう。

春の農作業安全確認運動ステッカー

組合員の皆様へ
万一の事故に備え、労災保険（国）
に加入しましょう
国が労災保険法に基づいて、就業中の負
傷者や遺族に対して保険給付を行う制度
です。
自ら作業を行う農業経営者等は、特別に
加入できます。
保険料（例）：「指定農業機械作業従事
者」で加入時
給付基礎日額が10,000円の場合、年間保
険料（特別加入）は10,950円。《指定
農業機械：トラック・耕運機・トラクタ
ー・田植機・コンバイン･･･etc.》

産直レシピ
冠地鶏の味噌焼き

鷄モモ肉……………………… 300g
●味噌……………………… 大さじ2
●醤油……………………… 大さじ1
●日本酒…………………… 大さじ2
●みりん…………………… 大さじ2
●てん菜糖………………… 小さじ2
●にんにく…… 1片（すりおろす）
●生姜………… 1片（すりおろす）
サラダ油…………………………少々

【作り方】
　１．味噌だれを作る。●の材料をすべて合わせて混ぜておく。
　２．鶏肉を食べやすい大きさに切り、厚手のビニール袋（ジッ
プロックなど）に入れる。

　３．２に１の味噌だれを入れて口を閉じ、軽く揉んで調味料を
肉になじませ、冷蔵庫に入れて、できれば半日くらい置く。

　４．肉を取り出し、キッチンペーパーで軽く拭き、サラダ油を
敷いたフライパンに並べ、片面を中火強でこんがりと焼く。

　５．肉を裏返し、水70㏄（分量外）を入れ、蓋をして蒸し焼き
にする。

　６．水分がなくなれば出来上がり。



⑥

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

デ
イ
ケ
ア
元
気
村　
　
５
６
–
２
３
８
５

酪
農
組
合
が
先
進
地
視
察

　

三
月
二
十
七
日
、
耶
馬
溪
酪
農
組

合
（
脇
坂
伸
彦
組
合
長
・
組
合
員
七

名
）
は
、
酪
農
組
合
員
や
関
係
者
十

名
の
参
加
で
先
進
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
福
岡
県
八
女
市
に
あ
る

株
式
会
社 

明
治
の
九
州
工
場
で
生

乳
飲
料
の
充
填
ラ
イ
ン
を
見
学
、
工

場
内
部
は
品
質
管
理
体
制
（
ハ
セ
ッ

プ
）
が
行
わ
れ
、
安
全
な
製
品
を
作

る
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

　

工
場
の
担
当
者
か
ら
ヨ
ー
グ
ル
ト

製
品
の
製
造
か
ら
商
品
販
売
に
至
る

ま
で
の
説
明
を
受
け
、
下
郷
農
協
が

新
年
度
事
業
で
進
め
る
﹁
飲
む
ヨ
ー

グ
ル
ト
﹂
の
取
り
組
み
の
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
福
岡
県
小
郡
市
に
あ
る
池

松
牧
場
で
の
農
家
見
学
を
行
い
ま
し

た
。

　

池
松
牧
場
は
総
飼
養
頭
数
七
十
頭
、

う
ち
搾
乳
頭
数
四
十
頭
前
後
と
、
経

営
規
模
は
決
し
て
大
き
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
特
徴
と
し
て
自
給
飼
料
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
混
合
飼
料
を
攪

拌
機
で
作
り
自
動
給
餌
機
を
は
じ
め

と
し
た
機
械
導
入
で
労
働
力
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
て
、
労
働
力
も
池
松

さ
ん
本
人
以
外
で
は
地
域
の
人
を
五

名
雇
用
し
て
お
り
、
交
代
で
２
名
程

度
が
池
松
さ
ん
と
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
労
働
力
の
中
で
も
一
頭

当
た
り
の
搾
乳
量
は
非
常
に
高
く
、

雇
用
の
創
出
と
ゆ
と
り
あ
る
酪
農
業

に
取
り
組
み
な
が
ら
安
定
経
営
を
図

っ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　

（
Ｔ
）

　

す
っ
か
り
暖
か
く
な
り
、
き
れ
い

な
お
花
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

元
気
村
の
フ
ロ
ア
や
診
療
所
の
待

合
室
に
は
、
利
用
者
様
の
み
な
さ
ん

が
作
成
さ
れ
た
桜
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

お
目
に
か
か
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
は
何
を
作
成
し
よ
う
か
検
討
中

で
す
の
で
、
出
来
上
が
っ
た
際
に
は

ま
た
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア
で
は
四
月
中
旬
に
、
柿
坂

方
面
や
耶
馬
溪
ダ
ム
周
辺
に
お
花
見

ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

満
開
の
桜
並
木
に
皆
さ
ん
と
て
も

感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【５月の体験利用日のお知らせ】
　・５月₂₄日（水）　₁₀時～₁₆時　
（１日でも数時間でも可。別日でも相談に応じます。）
　・料金･･･昼食代₄₁₁円のみ
　　　＊１週間前までに予約をお願い致します。
　　送迎もできますので、予約の際にお知らせ下さい。



⑦

共
済
推
進
目
標
四
年
連
続
達
成
!!

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
二
〇

一
六
年
度
の
共
済
推
進
目
標
を
四
年

連
続
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

組
合
員
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

め
、
共
済
部
を
中
心
に
職
員
み
ん
な

で
推
進
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
﹁
ひ
と
・
い
え
・
く
る

ま
の
総
合
保
障
﹂
で
、
引
き
続
き

﹁
安
心
﹂
﹁
満
足
﹂
を
ご
提
供
い
た

し
ま
す
。

65歳からの肺炎予防

下郷診療所で受けられます。
予約が必要です。

56-2361（井上）

65歳・70歳・75歳・
80歳・85歳・90歳・
95歳・100歳

なぜ65歳からの肺炎
予防が重要なの？

①肺炎は日本人の死因の第３位
②肺炎による死亡者の約95％は65
歳以上
③肺炎は発症後に急激に症状が進
む事も有る

＊平成29年度に以下の年齢に
なる方。今までにワクチン
を接種してない方。平成
30年３月31日までに公費助
成金が出ます。自己負担は
2,000円です。

下郷

NEWフェイス
①名　　前
　但馬　理恵
　（たじまりえ）

②所属部署
　管理部

③出 身 地
　北九州八幡東区
　（現在は中津市万田に在住）

④マイブーム
　整体（全身もみほぐしコース）

⑤組合員への一言
　頑張りますので宜しくお願い致します。



⑧

「
こ
こ
は
下
郷
入
口
」
40  

霧
山
　
深
兵
衛

【
短
編
】
最
近
の
郷
土
史
あ
れ

こ
れ
　
そ
の
四
　
う
え
ん
は
る

の
「
こ
い
ち
ろ
さ
ま
」
②

　　

津
民
地
区
大
野
に
も
「
こ
い
ち
ろ

う
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
氏

子
の
一
人
で
あ
る
中
畑
榮
子
氏
に
よ

る
と
「
昔
小
一
郎
さ
ん
が
山
に
薪
狩

り
に
行
き
、
昼
寝
を
し
て
い
る
と

火
が
で
て
山
火
事
に
な
り
か
け
た
。

そ
の
と
き
神
様
が
＂
小
一
郎
、
小

一
郎
＂
と
呼
ん
で
お
こ
し
て
く
れ

た
。
お
か
げ
で
山
火
事
に
な
ら
な
か

っ
た
。
小
一
郎
さ
ん
は
お
社
を
建
て

て
そ
の
神
様
を
祀
っ
た
」
。
だ
か
ら

「
小
一
郎
神
」
な
の
だ
と
い
う
。
と

い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
「
こ
い
ち

ろ
う
神
」
の
性
格
は
火
伏
神
な
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
話
し
か
ら
す

る
と
「
昼
寝
を
し
て
い
て
神
様
に
お

こ
さ
れ
た
人
が
祭
神
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
る
」
。
あ

る
い
は
、
「
祀
ら
れ
て
い

る
神
様
で
は
な
く
、
祀
っ

た
人
に
因
ん
で
＂
小
一
郎

神
＂
と
し
た
」
こ
と
に
な

る
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は

お
そ
ら
く
、
語
り
継
が
れ

る
過
程
で
少
し
話
し
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
も
と
も
と
は
「
山

火
事
に
な
り
そ
う
だ
っ
た

の
で
、
小
一
郎
神
が
昼
寝

を
し
て
い
る
人
を
お
こ
し

て
火
事
を
防
い
で
く
れ

た
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

金
吉
・
上
の
原
の
「
こ
い

ち
ろ
さ
ま
が
＂
○
○
の
家

が
火
事
＂
と
呼
ん
で
お
こ

し
た
」
と
い
う
話
し
と
ほ

ぼ
同
じ
伝
説
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
火
伏
神
と
し
て

の
性
格
を
持
つ
こ
い
ち
ろ

う
様
は
金
吉
・
上
の
原
だ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
ひ
と
安
心
で
あ
る
。

　

そ
し
て
な
ん
と
、
最
近

﹃
本
耶
馬
渓
町
誌
﹄
を
め

く
っ
て
い
て
み
つ
け
た
。

「
小
一
郎
神
社　

所
在

地
・
大
字
折
元
字
下
通　

集
落
の
中
ど
こ
ろ
に
位
置

し
、
町
道
に
面
し
た
さ
さ

や
か
な
社
。
左
側
に
﹃
火

防
ぎ
の
神
﹄
﹃
大
歳
大
明

神
﹄
の
石
祠
が
、
耶
馬
渓

八
十
八
个
所
第
廿
四
番
札
所
と
な
ら

ん
で
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　

金
吉
・
上
の
原
と
津
民
・
大
野
だ

け
で
は
な
く
、
本
耶
馬
渓
に
も
「
火

伏
神
と
し
て
の
こ
い
ち
ろ
う
神
」
が

祀
ら
れ
て
い
る
の
か
︙
？

　

こ
れ
は
も
う
現
地
を
見
る
し
か
な

い
の
で
、
折
元
の
社
を
訪
ね
た
。
地

元
の
方
に
聞
い
て
み
る
と
「
こ
の
小

壱
郒
神
社
は
、
昔
は
山
の
中
に
祠
が

あ
っ
て
、
三
柱
の
神
様
が
祀
ら
れ
て

い
た
が
、
こ
こ
へ
お
ろ
そ
う
と
い
う

（
集
落
の
中
ほ
ど
）
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
柱
は
ど
う
し
て
も
お
り

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
二
柱
は
お
り

て
、
こ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
集
落

の
守
り
神
と
い
う
よ
う
な
認
識
だ
」
。

さ
ら
に
、
「
火
防
ぎ
の
神
様
は
こ
の

方
」
と
言
っ
て
、
隣
に
あ
る
お
堂
の

中
の
仏
像
（
木
造
坐
像
）
を
教
え
て

く
れ
た
。
ど
う
や
ら
折
元
の
火
防
ぎ

の
神
と
は
仏
の
よ
う
な
姿
で
あ
る
。

こ
ち
ら
も
語
り
継
が
れ
る
過
程
で
か

な
り
整
理
が
つ
き
難
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
ま
だ
ま

だ
「
こ
い
ち
ろ
う
神
」
の
謎
は
次
号

に
つ
づ
く
の
で
あ
る
。

津民地区・大野の小一郎社

本耶馬渓・折元の小壱郒社



⑨

理
事
会
だ
よ
り

　

三
月
二
十
九
日
、
第
十
二
回
定
例
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
議
案
お
よ
び
協
議
内

容
の
一
部
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

報 

告 

事 

項
：
①
集
落
常
会
開
催
結
果
概
要
お
よ
び
意
見
・
要
望
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

②
特
定
事
業
者
作
成
書
面
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

③
二
〇
一
六
年
度
内
部
監
査
年
間
業
務
活
動
報
告
に
つ
い
て

第
一
号
議
案
：
二
月
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
：
二
〇
一
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
：
牛
乳
加
工
部
ヨ
ー
グ
ル
ト
加
工
事
業
に
伴
う
新
規
固
定
資
産
の
取
得
等
に
つ

い
て

第
四
号
議
案
：
生
協
向
け
野
菜
の
返
金
対
応
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
：
第
六
十
九
回
通
常
総
会
開
催
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
：
不
祥
事
対
応
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
七
号
議
案
：
二
〇
一
七
年
度
内
部
監
査
実
施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
報
告
事
項
の
集
落
常
会
開
催
結
果
概
要
お
よ
び
意
見
・
要
望
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
は
、

三
月
一
日
・
二
日
各
地
区
で
行
わ
れ
た
常
会
の
開
催
状
況
を
報
告
、
組
合
員
か
ら
の
意

見
・
要
望
と
そ
の
回
答
一
覧
を
提
示
し
ま
し
た
。

・
第
一
号
議
案
の
二
月
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
業
利
益
△
一
、
一
三
五
千
円
の
計

画
に
対
し
△
六
、
〇
二
五
千
円
で
四
、
八
九
〇
千
円
の
未
達
成
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
利

益
は
計
画
対
比
で
、
収
益
部
門
の
う
ち
戻
入
益
含
の
貸
付
六
、
二
四
八
千
円
・
共
済
二
、

一
八
六
千
円
・
葬
儀
七
一
七
千
円
・
販
売
商
品
五
七
一
千
円
が
計
画
を
超
過
達
成
、
食
肉

六
、
五
七
二
千
円
・
診
療
所
四
、
八
四
〇
千
円
・
惣
菜
一
、
三
八
七
千
円
等
が
未
達
成
と

な
り
ま
し
た
。

・
第
二
号
議
案
の
二
〇
一
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
は
、
「
組
合
員
・
消
費
者
、

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
農
協
を
目
指
し
て
」
を
取
り
組
み
目
標
と
し
た
事
業
方
針
（
案
）

お
よ
び
、
税
引
前
当
期
利
益
金
一
五
、
一
九
九
千
円
を
め
ざ
す
事
業
計
画
（
案
）
を
審
議
、

承
認
を
受
け
ま
し
た
。

・
第
三
号
議
案
の
牛
乳
加
工
部
ヨ
ー
グ
ル
ト
加
工
事
業
に
伴
う
新
規
固
定
資
産
の
取
得
等
に

つ
い
て
は
、
事
業
実
施
主
体
が
事
業
条
件
に
該
当
せ
ず
「
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備

等
特
別
対
策
事
業
」
に
切
り
替
え
て
の
申
請
を
了
承
、
事
業
内
容
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴

い
改
め
て
事
業
費
、
資
金
調
達
等
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

・
第
四
号
議
案
の
生
協
向
け
野
菜
の
返
金
対
応
に
つ
い
て
は
、
正
式
な
請
求
金
額
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
を
踏
ま
え
返
金
対
応
を
行
う
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
五
号
議
案
の
第
六
十
九
回
通
常
総
会
開
催
に
つ
い
て
は
、
開
催
日
時
を
二
〇
一
七
年
六

月
二
十
五
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
下
郷
小
学
校
体
育
館
で
開
催
す
る
こ
と

並
び
に
提
出
議
案
等
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

人 

事 

異 

動

【
昇
格
】

　

四
月
一
日
付
け
で
古こ

が

ち

ひ

ろ

賀
千
尋

（
管
理
部
付
・
信
連
下
郷
出
張

所
出
向
）
を
、
職
員
に
昇
格
し

ま
し
た
。

【
採
用
】

　

四
月
一
日
付
け
で
、

高た
か

榎え
の
き
か
な
で

奏
（
中
津
市
耶
馬
溪
町
出
身
）
、

松ま
つ
お尾
彩あ

や
か花
（
日
田
市
出
身
）
、

小こ
わ
か若

女め

み

く
未
来
（
宇
佐
市
出
身
）

を
新
規
採
用
、
新
人
職
員
研
修

会
終
了
後
に
辞
令
先
へ
配
属
。

下郷農協通常総会
開催のお知らせ

と　き　2017年6月25日（日曜日）
 　　　　13時30分～
ところ　下郷小学校 体育館
＊2016年度事業実績の報告と、

2017年度事業について組合員
が方向を決定する重要な総会
です。

　万障繰り合わせの上、ご出席
をお願い致します。

第69回

ふれあいの店
GWも休まず営業。
５月27日㈯は
ポイント２倍
セール!　　

ＴＥＬ 56-2225（直販）



⑩

下
郷
農
協

№
669

●
発
行
／
下
郷
農
業
協
同
組
合　
〒
871‒0431  

 
 
 
 

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

TEL　
0979-56-2222 

FAX 
0979-56-3117 

http:⁄⁄shop.
sim
ogonokyou.

or.
jp／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

１　

井
戸
な
ど
で
く
み
上
げ
て
使
い
ま
す

４　

土
を
小
高
く
盛
り
上
げ
た
も
の

６　

人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
ま
す

７　

車
に
乗
っ
て
出
掛
け
ま
す

９　

孫
悟
空
の
乗
り
物
で
す

₁₁　

中
国
の
︱
︱
に
由
来
す
る
こ
と
わ
ざ
は
多

い

₁₂　

ま
き
割
り
や
枝
打
ち
に
使
う
刃
物

₁₅　

東
南
ア
ジ
ア
の
国
。
首
都
は
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル

₁₈　

人
を
怒
ら
せ
る
こ
と
を
「
︱
︱
に
触
れ

る
」
と
も
い
い
ま
す

₂₀　

イ
ン
ド
か
ら
伝
わ
る
心
身
調
整
法

₂₁　

太
陽
や
星
が
よ
く
見
え
る
天
候

₂₂　

台
所
で
す
る
こ
と
の
一
つ

ヨコのカギ
１　端午の節句に食べます
２　映画の撮影時にカチンと鳴らします
３　人事――で所属部署が変わった
４　二つで１組のものを数えるときに使う言葉
５　初節句に――飾りとこいのぼりを用意した
８　野球の走者のこと
₁₀　家を留守にする際は忘れずに
₁₃　袖振り合うも――の縁
₁₄　チョウの仲間。カラス、アオスジといえば
₁₆　ボルトやナットを回す工具
₁₇　すし屋の符丁で茶のこと
₁₉　布地を裁断した物

パ
ズ
ル
？
　
頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
そ

れ
ぞ
れ
一
名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
応
募
締
切
は
二
〇
一
七
年
五
月
二
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

　
　

（
パ
ズ
ル
？　

頭
の
体
操
の
場
合
）

　
　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え　

数
字
の
合
計

　
　

（
数
独
の
場
合
）

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
︱
〇
四
三
一

　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町　

大
字
大
島

　

二
一
五
︱
四

　

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

　

〇
九
七
九
︱
五
六
︱
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
者
へ
の
開
示
は
一
切
致

し
ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
選
者
に
は
農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

一
枚
の
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

ど
ち
ら
も
応
募
で
き
ま
す
！

解
答
は
次
号
で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数

字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太

線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ

ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い

ず
れ
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず

つ
入
り
ま
す
。

数
独
（
す
う
ど
く
）

応
募
方
法

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

ＱＱＱ

先月号のこたえ

先月号のこたえ　「ランドセル」
当選者

日田市　白石　英己 様

先月号のこたえ

先月号のこたえ　②＋⑧＝10
当選者

北九州市　橋元　和子 様

下郷のＨＰの
応募フォーム
からも応募で
きます。


